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(57)【要約】
【課題】１本の紙巻タバコの吸い込み可能な回数を増加
させ喫煙時間を長くすることができる喫煙パイプを提供
することを目的とする。
【解決手段】刻みタバコ５６を巻紙５８で包み形成され
た本体部５２と、本体部５２に接続されたフィルター５
４とを含む紙巻タバコの喫煙に用いる喫煙パイプ１０で
あって、フィルター５４に突き刺し可能で、喫煙者の吸
い込みに応じた刻みタバコ５６の燃焼によって生じ、喫
煙者に吸い込まれる主流煙が通過する貫通孔１６８が形
成された針管１６を備える。
【選択図】図２



(2) JP 3160809 U 2010.7.8

10

20

30

40

50

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　刻みタバコを巻紙で包み形成された本体部と、前記本体部に接続されたフィルターとを
含む紙巻タバコの喫煙に用いる喫煙パイプであって、
　前記フィルターに突き刺し可能で、喫煙者の吸い込みに応じた前記刻みタバコの燃焼に
よって生じ、前記喫煙者に吸い込まれる主流煙が通過する貫通孔が形成された針管を備え
ることを特徴とする喫煙パイプ。
【請求項２】
　前記針管において、
　前記貫通孔の一端側を形成し、かつ前記フィルターに前記針管が突き刺される場合にお
いて先頭側となる前記針管の先端部に形成された第一開口は、前記針管が突き刺される突
き刺し方向に対して交差する方向に開口していることを特徴とする請求項１に記載の喫煙
パイプ。
【請求項３】
　前記針管において、
　前記貫通孔の一端側を形成し、かつ前記フィルターに前記針管が突き刺される場合にお
いて先頭側となる前記針管の先端部に形成された第一開口は、前記針管が突き刺される突
き刺し方向に対して交差する方向に開口し、
　前記貫通孔の他端側を形成する第二開口は、前記突き刺し方向に開口していることを特
徴とする請求項１に記載の喫煙パイプ。
【請求項４】
　前記喫煙パイプには、
　前記フィルターから分断された前記本体部を収容する第一収容室と、
　前記本体部から分断された前記フィルターを収容する第二収容室と、
　前記第一収容室と前記第二収容室との間に設けられる前記喫煙パイプの内部空間を形成
する中間室とが形成され、
　前記中間室と前記喫煙パイプの外部とを連通させる連通路と、
　前記連通路を開放する開放状態と、前記連通路を閉鎖する閉鎖状態とを切り替える開閉
機構とを備え、
　前記第二収容室に前記フィルターが収容された状態において、前記針管は前記フィルタ
ーに突き刺さり、
　前記開閉機構が前記開放状態である場合、前記針管の貫通孔には、前記第一収容室に収
容された前記本体部から前記中間室に流入した前記主流煙と、前記連通路から取り入れら
れた空気とが通過し、前記開閉機構が前記閉鎖状態である場合、前記針管の貫通孔には、
前記第一収容室に収容された前記本体部から前記中間室に流入した前記主流煙が通過する
ことを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の喫煙パイプ。
【請求項５】
　前記開閉機構は、前記開放状態において、前記連通路の開放面積が第一種状態である第
一種開放状態と、前記連通路の開放面積が前記第一種状態より広く設定された第二種状態
である第二種開放状態とを切り替え可能であることを特徴とする請求項４に記載の喫煙パ
イプ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、紙巻タバコ（シガレット）の喫煙に用いる喫煙パイプに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、紙巻タバコの喫煙に用いる喫煙パイプに関する提案がなされている。例えば
、エアコントロール機能付きパイプが提案されている（例えば、特許文献１参照）。特許
文献１のパイプは、次のように構成される。つまり、煙草挿通口を開口させた煙草側部材
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に煙草側接続部が延設される。煙草側接続部を回動可能に且つ下方に間隙部を有して嵌入
させる吸口側接続部を形成した吸口側部材に吸口部が延設される。煙草挿通口に煙流通部
を設けたフィルターが内装される。吸口側接続部の先端面にエア流入孔が形成される。エ
ア流入孔と合致する煙草側接続部の胴周に間隙部に接続させた凹溝が刻設される。吸口側
接続部と吸口側接続部とにクリック機構が備えられる。
【０００３】
　また、節約健康シガレットパイプが提案されている（例えば、特許文献２参照）。特許
文献２のパイプは、既成のたばこを２分の１～３分の１に短くカットしても最後まで吸い
きれる為のシガレットパイプであって、次のように構成されている。つまり、４ミリ程の
浅さの挿し込み口と、カットした既成のたばこのフィルターを納める空間とが設けられて
いる。
【０００４】
　なお、紙巻タバコは、従来から市販されているもので、例えば非特許文献１に開示され
た構造を有する。非特許文献１には、刻（葉たばこ）を巻紙で包み、巻紙で包まれた刻と
フィルターとをチップペーパーで巻き合わせた、たばこの構造が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－４８６４号公報
【特許文献２】実用新案登録第３１５５５８４号公報
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】日本たばこ産業株式会社、“たばこの基礎知識　たばこの構造”、［on
line］、［平成２２年４月１９日検索］、インターネット< http://www.jti.co.jp/sstyl
e/trivia/study/process/03/01.html>
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、１本の紙巻タバコは、喫煙者自体の個人差はあるものの、喫煙者が、紙巻タ
バコに着火し、所定の回数だけ主流煙を吸い込むと、巻紙に包まれた刻みタバコ全体が燃
焼してしまう。このような状態において、紙巻タバコの吸い込み可能な回数を増加させ、
喫煙時間を長くすることができると、消費される紙巻タバコの本数を減少させることがで
きる。
【０００８】
　本考案は、１本の紙巻タバコの吸い込み可能な回数を増加させ喫煙時間を長くすること
ができる喫煙パイプを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記従来の課題に鑑みなされた本考案の一側面は、刻みタバコを巻紙で包み形成された
本体部と、前記本体部に接続されたフィルターとを含む紙巻タバコの喫煙に用いる喫煙パ
イプであって、前記フィルターに突き刺し可能で、喫煙者の吸い込みに応じた前記刻みタ
バコの燃焼によって生じ、前記喫煙者に吸い込まれる主流煙が通過する貫通孔が形成され
た針管を備えることを特徴とする喫煙パイプである。
【００１０】
　これによれば、フィルターでろ過される主流煙の量を調節、具体的には、減少させるこ
とができる。つまり、フィルターを通過する主流煙の量を増加させることができる。その
ため、吸い込みに応じた刻みタバコの過度の燃焼を抑えることができる。
【００１１】
　この喫煙パイプは、次のような構成とすることもできる。すなわち、前記針管において
、前記貫通孔の一端側を形成し、かつ前記フィルターに前記針管が突き刺される場合にお
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いて先頭側となる前記針管の先端部に形成された第一開口は、前記針管が突き刺される突
き刺し方向に対して交差する方向に開口していることを特徴としてもよい。
【００１２】
　これによれば、針管をフィルターに突き刺したとき、針管に形成された貫通孔にフィル
ターを構成する部材が侵入することを防止することができる。その結果、貫通孔にフィル
ターが詰まってしまうことを防止することができる。
【００１３】
　また、前記針管において、前記貫通孔の一端側を形成し、かつ前記フィルターに前記針
管が突き刺される場合において先頭側となる前記針管の先端部に形成された第一開口は、
前記針管が突き刺される突き刺し方向に対して交差する方向に開口し、前記貫通孔の他端
側を形成する第二開口は、前記突き刺し方向に開口していることを特徴としてもよい。
【００１４】
　これによれば、主流煙を貫通孔にスムーズに流入させることができると共に、針管をフ
ィルターに突き刺したとき、針管に形成された貫通孔にフィルターを構成する部材が侵入
することを防止することができる。その結果、貫通孔にフィルターが詰まってしまうこと
を防止することができる。
【００１５】
　ところで、市販されている紙巻タバコのフィルターは、紙巻タバコの長手方向に一致す
るフィルターの長手方向に繊維状の部材が配列された構造を有する。例えば、喫煙パイプ
において、針管がフィルターの長手方向に突き刺される場合、針管の突き刺し方向におい
て先頭側となる先端部に形成された開口が、フィルターの突き刺し方向、すなわち、これ
に一致するフィルターの長手方向に開口しているとする。このような場合、針管の突き刺
し方向と、繊維状の部材の配列の方向とが一致することとなる。そのため、この方向に開
口していると、針管の突き刺しに応じて、フィルターを構成する繊維状の部材が貫通孔に
侵入し、貫通孔がフィルターによって詰まってしまう。この点に関し、上記のように、第
一開口が、針管が突き刺される突き刺し方向に対して交差する方向に開口している構成に
よれば、第一開口が開口する方向と、突き刺し方向に一致する繊維状の部材の配列方向と
が交差する関係となるため、貫通孔の詰まりを好適に防止することができる。
【００１６】
　また、前記喫煙パイプには、前記フィルターから分断された前記本体部を収容する第一
収容室と、前記本体部から分断された前記フィルターを収容する第二収容室と、前記第一
収容室と前記第二収容室との間に設けられる前記喫煙パイプの内部空間を形成する中間室
とが形成され、前記中間室と前記喫煙パイプの外部とを連通させる連通路と、前記連通路
を開放する開放状態と、前記連通路を閉鎖する閉鎖状態とを切り替える開閉機構とを備え
、前記第二収容室に前記フィルターが収容された状態において、前記針管は前記フィルタ
ーに突き刺さり、前記開閉機構が前記開放状態である場合、前記針管の貫通孔には、前記
第一収容室に収容された前記本体部から前記中間室に流入した前記主流煙と、前記連通路
から取り入れられた空気とが通過し、前記開閉機構が前記閉鎖状態である場合、前記針管
の貫通孔には、前記第一収容室に収容された前記本体部から前記中間室に流入した前記主
流煙が通過することを特徴としてもよい。
【００１７】
　これによれば、喫煙者の吸い込みに応じて連通路から空気を取り込み、又は空気の取り
込みを停止させることが可能で、刻みタバコの燃焼を調節することができる。具体的に、
開閉機構を開放状態に切り替えた場合、喫煙者の吸い込みに応じて、空気を、喫煙パイプ
の外部から連通路を通過させて中間室に取り入れることができる。そのため、紙巻タバコ
の本体部から取り込まれる空気の量を、閉鎖状態の場合と比較し、減少させることができ
る。その結果、刻みタバコの燃焼を低減することができる。
【００１８】
　また、前記開閉機構は、前記開放状態において、前記連通路の開放面積が第一種状態で
ある第一種開放状態と、前記連通路の開放面積が前記第一種状態より広く設定された第二
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種状態である第二種開放状態とを切り替え可能であることを特徴としてもよい。
【００１９】
　これによれば、喫煙者の吸い込みに応じて連通路から取り込まれる空気の量を変化させ
ることができる。そのため、さらに詳細に刻みタバコの燃焼を調節することができる。具
体的に、開閉機構を第二種開放状態に切り替えると、連通路から取り込まれる空気の量を
、第一種開放状態の場合と比較し、増加させることができる。つまり、紙巻タバコの本体
部から取り込まれる空気の量を、第一種開放状態の場合と比較して減少させ、刻みタバコ
の燃焼をさらに低減することができる。
【考案の効果】
【００２０】
　本考案によれば、１本の紙巻タバコの吸い込み可能な回数を増加させ喫煙時間を長くす
ることができる喫煙パイプを得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】紙巻タバコが装着された状態の喫煙パイプの外観を示す図である。
【図２】（ａ）は、図１のＡ－Ａ線断面図であって、一の状態にセットされた喫煙パイプ
を示す図である。（ｂ）は、図１のＡ－Ａ線断面図であって、他の状態にセットされた喫
煙パイプを示す図である。
【図３】喫煙パイプを構成し、紙巻タバコのフィルターから分断された本体部が装着され
る第一収容部を示す図である。（ａ）は平面図であり、（ｂ）は図１のＡ－Ａ線で断面さ
れた正面断面図である。
【図４】喫煙パイプを構成し、紙巻タバコの本体部から分断されたフィルターが装着され
る第二収容部を示す図である。（ａ）は平面図であり、（ｂ）は図１のＡ－Ａ線で断面さ
れた正面断面図である。
【図５】喫煙パイプを構成し、紙巻タバコの本体部から分断されたフィルターに突き刺さ
れる針管を示す図である。（ａ）は平面図であり、（ｂ）は正面断面図である。
【考案を実施するための形態】
【００２２】
　本考案を実施するための実施形態について、図面を用いて説明する。本考案は、以下に
記載の構成に限定されるものではなく、同一の技術的思想において種々の構成を採用する
ことができる。例えば、以下に示す構成の一部は、省略し又は他の構成などに置換しても
よい。また、他の構成を含むようにしてもよい。
【００２３】
　（喫煙パイプ）
　喫煙パイプ１０の全体構成について、図１及び図２（ａ），（ｂ）を参照して説明する
。喫煙パイプ１０は、図１に示すように、第一収容部１２と第二収容部１４とによって構
成されている。喫煙パイプ１０の詳細については、後述する。喫煙パイプ１０は、図１に
示すような状態にセットされて使用される。まず、喫煙者は、喫煙パイプ１０を用いた喫
煙に際し、紙巻タバコを、本体部５２とフィルター５４とに分断する。例えば、本体部５
２とフィルター５４とが接続されている接続部分又はその近傍をカッター等の刃物を用い
て切断する。なお、紙巻タバコは、例えば非特許文献１に開示された構造を有する。ここ
で、本体部５２とは、刻みタバコ５６と巻紙５８とによって構成される。すなわち、本体
部５２は、刻みタバコ５６を巻紙５８で包んで構成される。
【００２４】
　そして、喫煙者は、フィルター５４から分断された本体部５２の一部が、第一収容部１
２に収容されるように、第一収容部１２の所定の部分に本体部５２の一部を挿入する。例
えば、フィルター５４側であった本体部５２の一部が第一収容部１２に挿入され、収容さ
れる。また、喫煙者は、本体部５２から分断されたフィルター５４が、第二収容部１４に
収容されるように、第二収容部１４の所定の部分にフィルター５４を挿入する。フィルタ
ー５４は、フィルター５４の長手方向（喫煙前の紙巻タバコの長手方向に同じ）にその全
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部が、第二収容部１４に挿入され、収容される。なお、図１に示す状態においてフィルタ
ー５４は、第二収容部１４にその全部が収容される。そのため、図１ではフィルター５４
は、図示されていない。
【００２５】
　喫煙者は、図１に示すように本体部５２とフィルター５４とがセットされた喫煙パイプ
１０において、刻みタバコ５６に着火し、Ｍ部を口にくわえて喫煙する。つまり、喫煙中
の喫煙者が吸い込みを行うと、刻みタバコ５６が燃焼し、これによって主流煙が生じる。
喫煙者は、吸い込みに応じて、喫煙パイプ１０のＭ部から主流煙を吸い込む。なお、本実
施形態において主流煙とは、このように喫煙者に吸い込まれる煙を意味する。
【００２６】
　喫煙パイプ１０は、図２（ａ），（ｂ）に示す長手方向の寸法Ｌ１が５０ｍｍ～６０ｍ
ｍ程度、例えば５５ｍｍ程度の大きさを有し、外径φ１が８．５ｍｍ～９ｍｍ程度の大き
さを有する。喫煙パイプ１０は、第一収容部１２と、第二収容部１４と、針管１６と、固
定部１８とを備える。第一収容部１２と第二収容部１４とは、所定の力をもって抜き差し
可能な嵌合状態で結合される。第一収容部１２と第二収容部１４とは、結合された状態に
おいて、図１に示す矢印Ｙの方向に相対的に回転させることができる。
【００２７】
　第一収容部１２は、図３（ａ），（ｂ）に示すように、大径部１２２と、小径部１２４
とを含み、これらが一体で形成されている。大径部１２２と小径部１２４との境界には、
段部１２６が形成されている。第一収容部１２は、例えば図３（ｂ）に示すように、両側
が開放した円筒状（管状）をなしている。すなわち、第一収容部１２には、第一収容室１
２８と中間室１３０とが形成されている。
【００２８】
　大径部１２２は、喫煙パイプ１０の外周面の一部を構成する。したがって、大径部１２
２は、外径寸法が上述した外径φ１に設定されている。小径部１２４は、第二収容部１４
に形成された第二収容室１４２（図４参照）に、抜き差し可能な所定の嵌合状態で挿入さ
れる。そして、これによって、第一収容部１２と第二収容部１４とが、嵌合状態で結合さ
れる。小径部１２４は、外径寸法が外径φ２に設定されている。小径部１２４の外径φ２
については、後述する。
【００２９】
　小径部１２４の外周面には、図３（ｂ）に示すように、中間室１３０側に貫通し、中間
室１３０に連通したスリット１３４が形成されている。スリット１３４は、図３（ａ）に
示すように、小径部１２４（第一収容部１２）の円周方向に細長い形状を有する。スリッ
ト１３４の機能などについては後述する。段部１２６は、小径部１２４が第二収容部１４
に挿入されるときの挿入端となる。つまり、小径部１２４は、図２（ａ），（ｂ）に示す
ように、第二収容部１４の端面１４ａが段部１２６に接触するまで、第二収容部１４に挿
入される。第一収容部１２の一端側である小径部１２４の端面１２４ａは、次に記載の第
二収容部１４の第二収容室１４２に固定部１８が挿入されるときの挿入端となる。つまり
、図１及び図２（ａ），（ｂ）に示すように、第一収容部１２と第二収容部１４とが結合
された状態において、固定部１８は、端面１２４ａに接触するまで挿入される。
【００３０】
　第一収容室１２８は、第一収容部１２の他端側に形成されている。第一収容室１２８は
、長手方向の寸法Ｌ２が５ｍｍ程度で、内径φ３が８ｍｍ程度の空間である。第一収容室
１２８の内径φ３は、紙巻タバコ（本体部５２）の外径に合わせた寸法に設定される。第
一収容室１２８には、フィルター５４から分断された本体部５２の一部が挿入されて収容
される。中間室１３０は、第一収容部１２の一端側に形成されている。中間室１３０は、
第一収容室１２８と隣接し、これに連続した、第一収容部１２の空間である。中間室１３
０は、内径φ４が６ｍｍ～７ｍｍ程度の空間である。中間室１３０は、第一収容部１２と
第二収容部１４とが結合された状態において、第一収容室１２８と、後述する第二収容部
１４においてフィルター５４が収容される第二収容室１４２との間に設けられる。
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【００３１】
　中間室１３０は、喫煙者の吸い込みに応じた刻みタバコ５６の燃焼によって生じた主流
煙が通過する通路とし機能する。つまり、主流煙は、第一収容室１２８に収容された本体
部５２から中間室１３０に流入し、中間室１３０から針管１６内に流出する。
【００３２】
　第一収容部１２の内部には、第一収容室１２８の内径φ３と、中間室１３０の内径φ４
との相違に基づき壁面１３２が形成される。壁面１３２は、本体部５２が挿入されるとき
の挿入端となる。つまり、本体部５２は、図２（ａ），（ｂ）に示すように、壁面１３２
に接触するまで挿入される。
【００３３】
　第二収容部１４は、喫煙パイプ１０の外周面の一部を構成する。したがって、第二収容
部１４は、図４（ａ），（ｂ）に示すように、外径寸法が上述した外径φ１に設定されて
いる。第二収容部１４は、両側が開放した円筒状（管状）をなしている。すなわち、第二
収容部１４には、内径φ５の第二収容室１４２が形成されている。図２（ａ），（ｂ）に
示すように、第二収容室１４２の一部には、針管１６が取り付けられた固定部１８が、所
定の嵌合状態で挿入され収容される。また、第二収容室１４２の他の一部には、本体部５
２から分断されたフィルター５４が、針管１６に突き刺されながら挿入されて収容される
。したがって、第二収容室１４２の内径φ５は、フィルター５４の外径に合わせた寸法に
設定される。
【００３４】
　第二収容室１４２に収容されたフィルター５４は、所定の方法で取り出すことができる
。つまり、喫煙者は、例えば喫煙の度に又は複数回に１回の割合で、フィルター５４を、
別のフィルター５４に交換することができる。なお、第一収容部１２の小径部１２４の外
径φ２（図３（ｂ）参照）は、フィルター５４の外径に合わせた第二収容室１４２の内径
φ５に略等しい寸法となる。同じく、固定部１８の外径も、内径φ５に略等しい寸法とな
る（図２（ａ），（ｂ）参照）。
【００３５】
　また、第二収容部１４には、図４（ｂ）に示すように、第二収容室１４２側に貫通し、
第二収容室１４２に連通したスリット１４４が形成されている。スリット１４４は、図４
（ａ）に示すように、第二収容部１４の円周方向に細長い形状を有する。スリット１４４
の形状は、第一収容部１２のスリット１３４の形状に一致又は略一致する。
【００３６】
　ここで、第一収容部１２と第二収容部１４とが結合された状態で、第一収容部１２のス
リット１３４と第二収容部１４のスリット１４４とは、図２（ａ）に示すように長手方向
において同一の位置に配置される。換言すれば、スリット１３４は、第一収容部１２と第
二収容部１４とが結合された状態において、スリット１４４との位置関係が、このような
配置となる第一収容部１２の所定の位置に形成される。また、スリット１４４は、第一収
容部１２と第二収容部１４とが結合された状態において、スリット１３４との位置関係が
、このような配置となる第二収容部１４の所定の位置に形成される。
【００３７】
　このような位置関係で配置されたスリット１３４，１４４は、図２（ａ）に示すように
、喫煙パイプ１０の外部から中間室１３０へ空気を取り入れるための連通路２０を形成す
る。そして、喫煙パイプ１０では、第一収容部１２と第二収容部１４とを、図１に示す矢
印Ｙの方向に相対的に回転させることで、連通路２０を開閉するための開閉機構が構成さ
れる。例えば、第一収容部１２と第二収容部１４とを、図１に示す矢印Ｙの方向に相対的
に回転させ、図２（ａ）に示すように、スリット１３４，１４４とが重複した状態に切り
替えられたとき、スリット１３４，１４４による連通路２０は、開放状態となる。開放状
態では、中間室１３０と喫煙パイプ１０の外部とは連通され、連通路２０を介した中間室
１３０への空気の取り込みが可能となる。空気の取り込みは、喫煙中の喫煙者が主流煙を
吸い込むための吸い込みに応じて行われる。
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【００３８】
　また、開放状態において、図１に示す矢印Ｙの方向への相対的な回転の量を変化させる
ことで、スリット１３４，１４４が重複する面積、すなわち、開放面積を調節することが
できる。開放面積が大きくなるように、第一収容部１２と第二収容部１４とが、図１に示
す矢印Ｙの方向に相対的に回転された場合、連通路２０を介して中間室１３０に取り込ま
れる空気の量を増加させることができる。なお、スリット１３４，１４４の全体が重複し
た場合（全開放状態）、連通路２０を介して中間室１３０に取り込まれる空気の量は、最
大になる。一方、開放面積が小さくなるように、第一収容部１２と第二収容部１４とが、
図１に示す矢印Ｙの方向に相対的に回転された場合、連通路２０を介して中間室１３０に
取り込まれる空気の量を減少させることができる。
【００３９】
　これに対し、第一収容部１２と第二収容部１４とを、図１に示す矢印Ｙの方向に相対的
に回転させ、スリット１３４，１４４とが重複しない状態とした場合、スリット１３４，
１４４によって形成される連通路２０が、閉鎖された閉鎖状態となる。閉鎖状態では、中
間室１３０と喫煙パイプ１０の外部とは遮断され、連通路２０を介した中間室１３０への
空気の取り込みは停止される。つまり、喫煙中の喫煙者が主流煙を吸い込むための吸い込
みを行ったとしても、連通路２０を介した中間室１３０への空気の取り込みは行われない
。
【００４０】
　喫煙パイプ１０では、第一収容部１２と第二収容部１４とを、図１に示す矢印Ｙの方向
に相対的に回転させ、中間室１３０に取り込まれる空気の量を調節することで、刻みタバ
コ５６が燃焼する量（燃焼量）を変化させることができる。具体的に、中間室１３０に空
気を取り込み、また、取り込まれる空気の量を増加させると、刻みタバコ５６の燃焼量を
減少させることができる。連通路２０を介した空気の取り込みに応じて、本体部５２から
取り込まれる空気の量が減少するためである。なお、本体部５２に対して喫煙者の口側に
ある連通路２０から取り込まれる空気は、刻みタバコ５６の燃焼には用いられない。刻み
タバコ５６は、本体部５２から取り込まれる空気によって燃焼する。一方、中間室１３０
への空気の取り込みを停止し、また、取り込まれる空気の量を減少させると、刻みタバコ
５６の燃焼量が増加する。連通路２０を介した空気の取り込みが停止し、また、連通路２
０を介して取り込まれる空気の量が減少するのに応じて、本体部５２から取り込まれる空
気の量が増加するためである。
【００４１】
　針管１６は、図５（ａ），（ｂ）に示すように、軸部１６２と先端部１６４とフランジ
部１６６とを含み、これらが一体に形成されている。また、針管１６には、貫通孔１６８
が形成されている。針管１６は、長手方向の寸法Ｌ３が３０ｍｍ程度の大きさを有する。
軸部１６２は、針管１６の胴体（本体）部分を構成する。軸部１６２は、外径φ６が１ｍ
ｍ～２．５ｍｍ程度の寸法に設定されている。先端部１６４は、尖った形状に形成されて
いる。針管１６は、フィルター５４の長手方向に対して、先端部１６４を先頭としてフィ
ルター５４に突き刺される。フランジ部１６６は、針管１６の両端のうち、先端部１６４
とは反対側の端部で、軸部１６２の外周面から法線方向に張り出すように形成されている
。フランジ部１６６の外径φ７は、３ｍｍ～４ｍｍ程度の寸法に設定されている。
【００４２】
　フランジ部１６６は、図２（ａ），（ｂ）に示すように、針管１６が固定部１８の他方
側（中間室１３０側）から一方側（中間室１３０と反対側）に挿入された状態において、
針管１６の他端（フランジ部１６６側の端部）が、固定部１８内にまで挿入されることを
防止する。すなわち、針管１６は、固定部１８の他方側の端面にフランジ部１６６が接す
るまで、挿入することができる。つまり、フランジ部１６６は、固定部１８の他方側の端
面と共に、固定部１８への針管１６の挿入端となる。貫通孔１６８は、喫煙者の吸い込み
に応じた刻みタバコ５６の燃焼によって生じた主流煙、又は、主流煙と、スリット１３４
，１４４とによって形成された連通路２０から中間室１３０に取り込まれた空気とが通過
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する通路となる。
【００４３】
　貫通孔１６８の両端側を形成する開口のうち、図２（ａ），（ｂ）に示すようにフィル
ター５４に針管１６が突き刺される場合において、先頭側となる先端部１６４の側に形成
された第一開口１７０は、軸部１６２の外周面に形成されている。つまり、第一開口１７
０は、フィルター５４に針管１６が突き刺される突き刺し方向（長手方向）に対して交差
する方向、具体的には直交する方向に開口している。なお、中間室１３０からの主流煙は
、第一開口１７０からフィルター５４に流出される。
【００４４】
　ところで、フィルター５４を構成する繊維状の部材は、長手方向に配列されている。こ
こで、先端部１６４側に形成され、針管１６に流入した主流煙をフィルター５４に流出す
るための開口が、喫煙パイプ１０とは異なり、先端部１６４の先端で、長手方向に一致す
る突き刺し方向に向けて開口しているとする。この場合、針管１６をフィルター５４に突
き刺すと、長手方向に配列された繊維状の部材が、先端部１６４に形成された開口から貫
通孔１６８の内部に侵入し、開口が塞がれた状態となってしまう。これに対し、本実施形
態の喫煙パイプ１０の針管１６では、第一開口１７０が、上述したように、軸部１６２の
外周面で、突き刺し方向に交差する方向に開口している。そのため、針管１６が先端部１
６４からフィルター５４に突き刺されたとしても、貫通孔１６８の内部に繊維状の部材が
侵入せず、好適に主流煙の流路を確保することができる。
【００４５】
　また、貫通孔１６８の両端側を形成する開口のうち、第一開口１７０と反対側に形成さ
れた第二開口１７２は、長手方向に一致する突き刺し方向に開口している。つまり、第二
開口１７２は、中間室１３０側に向けて開口している。これによって、主流煙を、中間室
１３０から貫通孔１６８の内部にスムーズに流入させることができる。第一開口１７０及
び第二開口１７２の内径φ８、つまり貫通孔１６８の内径φ８は、軸部１６２の外径φ６
に応じた寸法に設定される。具体的に、内径φ８は、０．５ｍｍ～１．５ｍｍ程度の寸法
に設定されている。
【００４６】
　固定部１８は、図２（ａ），（ｂ）に示すように、針管１６を第二収容部１４の径方向
の中心部、つまり第二収容室１４２の内径φ５の中心に配置させるためのものであり、そ
の中心部分に、長手方向に貫通し、針管１６が挿入される貫通した挿入孔が形成されてい
る。また、固定部１８には、図２（ａ），（ｂ）に示す長手方向に交差する方向、図２（
ａ），（ｂ）に基づけば直交する方向に、固定部１８の外周面の側から挿入孔の側に貫通
するねじ部１８２が形成されている。ねじ部１８２には、すりわり付き止めねじ又は六角
穴付き止めねじなどの止めねじ１８４が、止めねじ１８４の先端が針管１６の軸部１６２
の外周面に接するようにねじ込まれる。
【００４７】
　止めねじ１８４は、軸部１６２の外周面に接するようにねじ部１８２にねじ込まれた状
態で、固定部１８の挿入孔に挿入された針管１６を、図２（ａ），（ｂ）に示す長手方向
に交差する方向に押しつける。これによって、針管１６は、固定部１８に対して固定され
る。つまり、固定部１８の一方側の端面から突出した軸部１６２を、所定の一定値（図２
（ａ）の寸法Ｌ４、図２（ｂ）の寸法Ｌ４’参照）に設定することができる。そして、喫
煙時において、針管１６が突き刺さったフィルター５４の長手方向の寸法Ｌ４，Ｌ４’の
領域を一定とする、換言すれば、フィルター５４の長手方向の全長から寸法Ｌ４又は寸法
Ｌ４’を除いたフィルター５４の領域を一定とすることができる。喫煙者は、止めねじ１
８４を緩め、固定部１８の一方側の端面から突出した軸部１６２の突出量を調節すること
ができる。例えば、図２（ａ）の状態から、図２（ｂ）の状態とすることができる（寸法
Ｌ４＞寸法Ｌ４’）これによって、フィルター５４によってろ過される主流煙の量、つま
りニコチン及びタールの量を調節することができる。喫煙者は、針管１６の貫通孔１６８
及びフィルター５４の上記所定の領域を通過した主流煙を吸い込む。
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【００４８】
　第一収容部１２と第二収容部１４とが結合された状態において、針管１６が固定された
状態の固定部１８は、図２（ａ），（ｂ）に示すように、針管１６のフランジ部１６６及
び第二開口１７２が中間室１３０の側となるように、第二収容室１４２に挿入される。こ
の際、針管１６が固定された状態の固定部１８は、図２（ａ），（ｂ）に示すように、固
定部１８の他方側の端面が、第一収容部１２の小径部１２４の端面１２４ａに接触する位
置まで挿入される。
【００４９】
　（喫煙パイプを用いた喫煙に関する試験結果）
　今回、本実施形態の喫煙パイプ１０を用いて、本体部５２において巻紙５８に包まれた
刻みタバコ５６が全て燃焼するまで喫煙した場合における、喫煙者による吸い込み可能回
数及び喫煙時間を、実際に紙巻タバコを喫煙して測定した。その際、喫煙パイプ１０を用
いることなく、喫煙者が、直接、紙巻タバコを喫煙した場合を比較例とした。試験には、
一般的に入手可能な市販されているキングサイズの紙巻タバコを用いた。試験に用いた紙
巻タバコのサイズは以下のとおりである。なお、喫煙パイプ１０を用いた場合及び比較例
の場合において、同一人が、紙巻タバコを複数本、具体的には１０本程度喫煙した。そし
て、各喫煙において吸い込み可能回数及び喫煙時間を測定した。以下、これらの試験結果
について説明する。
＜紙巻タバコのサイズ＞
　　全長：約８５０ｍｍ（本体部：約６０ｍｍ，フィルター：約２５ｍｍ）
　　外径：約８ｍｍ
　　刻みタバコ質量：約１ｇ
【００５０】
　ここで、喫煙パイプ１０を用いた場合、本体部５２は、以下に示すサイズ（長手方向の
寸法，長さ）の半分である約３０ｍｍとし、この長さに切断された本体部５２を第一収容
部１２に挿入し収容（セット）した。喫煙に際し、第一収容部１２と第二収容部１４とを
図１に示す矢印Ｙの方向に相対的に回転させることで喫煙パイプ１０に形成された開閉機
構は、全開放状態とした。また、針管１６へのフィルター５４の突き刺し量（例えば図２
（ａ）に示す寸法Ｌ４参照）は、２０ｍｍとした。なお、全長が約３０ｍｍの本体部５２
において巻紙５８に包まれた刻みタバコ５６に着火し、その状態（喫煙者による吸い込み
は行われない）で、刻みタバコ５６の全てが自然燃焼するのに要する時間は、３００秒（
最小）～３３０秒（最大）であった。一方、全長が約６０ｍｍの本体部５２において巻紙
５８に包まれた刻みタバコ５６に着火し、その状態（喫煙者による吸い込みは行われない
）で、刻みタバコ５６の全てが自然燃焼するのに要する時間は、６００秒（最小）～６６
０秒（最大）であった。なお、自然燃焼の時間の測定におけるサンプル数は１０本程度と
した。
【００５１】
　試験の結果、喫煙パイプ１０を用いた場合、全長が約３０ｍｍの本体部５２において巻
紙５８に包まれた刻みタバコ５６が全て燃焼するまでの吸い込み可能回数は、８回（最小
）～１０回（最大）であった。そして、このときの喫煙時間は、１８０秒（最小）～２４
０秒（最大）であった。
【００５２】
　これに対し、喫煙パイプ１０を用いることなく、喫煙者が、直接、紙巻タバコを喫煙し
た場合、全長が約６０ｍｍの本体部５２において巻紙５８に包まれた刻みタバコ５６が全
て燃焼するまでの吸い込み可能回数は、喫煙パイプ１０を用いた場合と同じく、８回（最
小）～１０回（最大）であった。そして、このときの喫煙時間についても、喫煙パイプ１
０を用いた場合と同じく、１８０秒（最小）～２４０秒（最大）であった。
【００５３】
　以上の結果から、喫煙パイプ１０を用いた場合、直接、紙巻タバコを喫煙する場合と比
較し、半分の長さの本体部５２、すなわち半分の量の刻みタバコ５６で、紙巻タバコ１本
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分に相当する喫煙を実現することができる。換言すれば、喫煙パイプ１０を用いた場合、
紙巻タバコ１本で、２本分に相当する喫煙を実現することができる。例えば、喫煙者は、
喫煙に際し、本体部５２とフィルター５４とを分断すると共に、本体部５２をさらに半分
の長さに分断（切断）する。そして、分断された本体部５２の一つとフィルター５４とを
、図１及び図２（ａ），（ｂ）に示すように、喫煙パイプ１０にセットし喫煙する。これ
によって、紙巻タバコ１本分に相当する喫煙を実現することができる。したがって、喫煙
者は、紙巻タバコの消費を少なくし、節煙することができる。
【００５４】
　これは、喫煙パイプ１０を用いると、フィルター５４でろ過される主流煙の量を減少さ
せることができるためである。換言すれば、フィルター５４を通過する主流煙の量を増加
させることができるためである。針管１６が突き刺さったフィルター５４の長手方向の寸
法Ｌ４，Ｌ４’（図２（ａ），（ｂ）参照）の領域では、主流煙は、針管１６の貫通孔１
６８を通過する。
【００５５】
　フィルター５４の長手方向の寸法Ｌ４，Ｌ４’の領域では、主流煙はろ過されない。つ
まり、フィルター５４において有効に作用する主流煙のろ過領域を少なくすることができ
る。そのため、喫煙者が一度の吸い込みで一定量の主流煙を吸い込むとすると、喫煙パイ
プ１０を用いた場合、これを用いず、直接、紙巻タバコを喫煙する場合と比較し、燃焼に
よって発生させる主流煙の量を少なくすることができる。
【００５６】
　（変形例）
　本実施形態の喫煙パイプ１０は、次のような構成としてもよい。すなわち、上記では、
紙巻タバコを、本体部５２とフィルター５４とに分断し、分断された本体部５２が第一収
容室１２８に針管１６に突き刺しながら挿入されて収容されると共に、分断されたフィル
ター５４が、針管１６に突き刺されながら、第二収容室１４２に挿入されて収容される構
成を例とした。この他、紙巻タバコを分断することなく、喫煙パイプ１０の第二収容室１
４２に相当する収容室に、分断されていない１本の紙巻タバコのフィルター５４を、上記
同様の手法で、針管１６に突き刺しながら挿入し、フィルター５４を収容すると共に、喫
煙パイプ１０の第一収容室１２８が形成されている第一収容部１２の側を、喫煙者がくわ
え、喫煙するようなタイプの喫煙パイプとすることもできる。
【００５７】
　このような喫煙パイプによっても、上記同様の有利な効果を得ることができる。この場
合についても、上記同様の手法で、固定部１８の一方側の端面から突出した軸部１６２の
突出量を調節することができる。なお、フィルター５４が喫煙パイプ１０の第二収容室１
４２に相当する収容室に収容された状態において、本体部５２の外周面が、第二収容部１
４に覆われないようにするとよい。巻紙５８を介した空気の取り込みが第二収容部１４に
よって阻害されることを防止するためである。
【符号の説明】
【００５８】
　１０　喫煙パイプ
　１６　針管
　１６８　貫通孔
　５２　本体部
　５４　フィルター
　５６　刻みタバコ
　５８　巻紙
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